
平成20年度病害虫発生予報第12号（３月予報）

今月のトピックス

疫病 （ドラセナ）

学名 ： Phytophthora nicotianae 

生態 と被害

葉の先端や中間部の葉縁に水浸状の不定形病斑を生じる。病斑は、はじめ暗緑色である
がしだいに淡褐色に変わり、多湿状態であれば表面に白色菌叢を生じる。未展開の心葉や
展開直後の新葉に発生が多い。遊走子嚢は無色で、乳頭突起を持ち、卵形～長円形。卵
胞子は、淡橙色の球形で直径20～30μm、菌糸には隔壁がない。水媒伝染し、遊走子が降
雨や潅水の飛沫などで飛散し、伝染源となる。多犯性で、オクラ、パパイヤ、パッションフ
ルーツなどの他の作物へも被害をおよぼす。

☆ 予報の見方 ☆
１発生予察情報は、前月の調査に基づき発生程度が「並」以上の病害虫を中心に掲載しています。「やや少」
以下の病害虫については通常掲載していません。
２「発生程度」は平年との比較を示しています。そのため、毎年その月で高い数値が続いた場合には、その月
の「発生程度」は密度が高くても「並」として発表されます。前月との多少の比較はグラフを参考にしてください。
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http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/cateview.jsp?cateid=119

＜お知らせ＞

菌糸と遊走子嚢

葉の病斑 生長点の芯枯れ

素寒天培地上の菌叢

トマト黄化葉巻病の防除に関するお知らせがあります（裏表紙参照）。


